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EuO 7.4 69 
Pd2MnSn 70 190 
Pe H 7S 1040 
Ni 330 63 i 
MnSi 50 30 
CoS2 i06 ~21 
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 論文審萱の結果の要旨
 平賀晴弘提出の論文は現代の固体電子論で難解とされる、電子多体効果つまり、高密度のバン
 ド電子の量子的な束縛状態が実現するが、そのとき出現する強磁性発現の問題を真正面から理解
 しようと言う意欲的な論文である。
 CoS2は結晶電場によって分裂したdバンドの上のバンドの有効電子数が原子あたり1ヶのlow
 spin状態を取って、狭いバンドを形成する強磁性金属の典型であり、特に我が国で磁性と伝導を
 精力的に調べられてきた物質である。平賀はこれまで困難とされてきた純良の単結晶育成に成功
 し、中性子散乱実験に必要な量の単結晶を準備した。さらに金属強磁性を特徴づけるパラメータ
 ーの導出のためにSをSeに置換した周辺物質の単結晶育成にも成功した。CoS2のキューリー温
 度付近の異常な臨界現象は従来からよく調べられていたが、その本質は不明のまま今日まで残さ
 れていたが、全ての臨界指数を調べ上げて、臨界指数間にスケーリング法則が満足されているこ
 とから、この相転移は2次転移であることを確認した。異常な臨界現象はLapdauが示唆したよう
 に転移自身が1次転移に近い3重点近傍にあることを予言した。この予言を証明するためにSe置
 換のCoS2物質及びCoS2の高圧の磁化測定から、1次転移を確認し、その予言を実証した。圧力
 とSe置換量との関係も実験的に求めたが、最も予想に反したことはSe置換により結晶の体積を広
 げたにも関わらず、圧力をかけた効果と同じになったことであるが、dバンドの変形という概念を
 持ち込んで一応理解する。結果的に強磁性のバンド効果を見たことになった。続いてCoS2の低温
 から高温に至る系統的なスピンダイナミックスを調べる中性子非弾性散乱実験を行った。低エネ
 ルギー励起はスピン波モデルが成立するものの、スピン揺動のエネルギーが大きくなると、あた
 かも連続的なエネルギーバンドにスピン波が散乱されてしまう効果(ストーナーモード)や、ス
 ピン励起のエネルギーが波数依存性を示さない新しいモード(光学分枝)の出現など遍歴電子描
 像でなければ理解できない新しいスピン励起状態が発見された。それと共にキューリ一点以上の
 高温のスピン励起が零エネルギーを中心としてエネルギーが広がるスペクトルを観測した。この
 スペクトルは相関の強い電子の強磁性が典型的に示すスペクトルである。このエネルギー幅の波
 数依存性の解析から、動的スケーリング則の確認、エネルギー幅を決める特性エネルギーの決定、
 及びそのスピン揺らぎに対するキューリー温度の比と遍歴性との相関などを実験的に導くことに
 成功した。
 本論文はCoS2が遍歴強磁性の最初の典型とされたMnSiと酷似したスピンダイナミックスを持
 つことを発見したことで、MnSiを説明する為の仮説が遍歴強磁性の共通的現象であることをより
 定量的に示した。その上で広く金属強磁性の遍歴性を電子相関の強さから理解しようとする新し
 いパラダイムを引き出すきっかけを与えた点に独創性がある。このように平賀晴引、はその独創性、
 高い研究能力と学識を有することが認められた。依って平賀晴弘提出の論文は博士(理学)の学
 位論文として合格と認める。
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